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あ
し
か
が
『
美
』
食
ま
つ

り
実
行
委
員
会
（
早
川
慶
治

郎
委
員
長
／
当
所
会
頭
）
で

は
、
３
月
９
日
か
ら
５
月
12

日
ま
で
、「
あ
し
か
が『
美
』

食
ま
つ
り
」を
開
催
す
る
。

　
同
イ
ベ
ン
ト
は
、
Ｊ
Ａ
足

利
の
農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
で
あ

る
「
あ
し
か
が
美
人
®
」
を

使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
市
内
飲

食
店
が
提
供
す
る
こ
と
で
地

産
地
消
や
観
光
誘
客
を
推
進

す
る
も
の
。
昨
年
４
月
か
ら

６
月
に
開
催
さ
れ
た
第
１
弾

で
は
ト
マ
ト
を
使
っ
た
オ
リ

ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
を
市
内
29

店
舗
で
提
供
し
、
多
く
の
反

響
が
あ
っ
た
。

　
第
２
弾
と
な
る
今
回
は
、

「
あ
し
か
が
美
人
®
」
の
ト

マ
ト
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
イ

チ
ゴ
の
い
ず
れ
か
を
使
用
し

た
飲
食
メ
ニ
ュ
ー
等
を
市
内

34
店
舗
で
提
供
。
こ
の
時
期

に
旬
を
む
か
え
る
ト
マ
ト
、

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
イ
チ
ゴ
の

様
々
な
味
わ
い
を
楽
し
ん
で

も
ら
お
う
と
、
各
店
舗
が
オ

リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
溢
れ
る
メ

ニ
ュ
ー
を
提
供
し
て
い
る
の

で
是
非
ご
賞
味
を
。

　
あ
し
か
が
『
美
』
食
ま
つ

り
や
各
店
舗
の
詳
細
は
、
足

利
商
工
会
議
所
友
愛
会
館
や

太
平
記
館
、
足
利
観
光
交
流

館
「
あ
し
・
ナ
ビ
」
等
で
配

布
し
て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

ま
た
は
、
足
利
市
観
光
協
会

『
足
た
び
』
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
。
　
　
（
五
月
女
記
）

　
今
年
も
個
人
の
確
定
申
告

の
時
期
（
期
間
は
２
月
18
日

か
ら
３
月
15
日
ま
で
）
と
な

り
、
足
利
商
工
会
議
所
で

は
、
確
定
申
告
の
た
め
の

「
個
別
無
料
相
談
」
を
開
催

し
て
い
る
。

　
同
相
談
は
、
必
ず
電
話
予

約
（
☎
21
│
１
３
５
４
）
の

上
、
次
の
書
類
の
持
参
を
呼

び
掛
け
て
い
る
。

◎
時
間

平
日
午
前
９
時
か
ら
午
後
５

時
30
分

◎
場
所

商
工
会
議
所
友
愛
会
館
（
通

３
丁
目
）

◎
持
参
書
類

30
年
決
算
書
と
確
定
申
告
書

（
税
務
か
ら
申
告
書
に
代
え

て「
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ
」

が
送
付
さ
れ
て
い
る
方
は
併

せ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
）、

29
年
決
算
書
控
と
確
定
申
告

書
控
（
前
年
の
も
の
）
、
青

色
申
告
関
係
帳
簿
書
類
等
、

印
鑑
、
個
人
年
金
、
生
命
保

険
、
損
害
保
険
、
小
規
模
企

業
共
済
等
の
控
除
証
明
書
、

国
民
健
康
保
険
と
国
民
年
金

保
険
等
の
支
払
明
細
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
が
わ
か
る
も
の

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、

通
知
カ
ー
ド
等
）
な
ど
。

　
　
　
　
　
　
（
北
川
記
）

　
足
利
地
区
雇
用
協
会
並
び

に
足
利
商
工
会
議
所
で
は
、

４
月
19
日
に
、
来
春
の
採
用

を
予
定
し
て
い
る
地
元
企
業

の
地
域
企
業
就
職
ガ
イ
ダ
ン

ス
（
合
同
企
業
セ
ミ
ナ
ー
）

を
開
催
す
る
。
同
ガ
イ
ダ
ン

ス
は
「
企
業
の
雰
囲
気
を
知

る
こ
と
が
で
き
、
労
務
担
当

者
か
ら
直
接
説
明
を
聞
く
こ

と
が
で
き
る
」
ま
さ
に〝
百

聞
は一
見
に
如
か
ず
〞の
場
と

し
て
、
毎
年
多
く
の
就
活
学

生
が
参
加
し
て
い
る
。
ま

た
、
企
業
側
に
と
っ
て
も
優

秀
な
人
材
に
巡
り
合
う
機
会

で
あ
る
と
と
も
に
今
後
の
社

会
を
担
う
若
手
人
材
の
確
保

に
向
け
て
準
備
が
で
き
る
な

ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
参

加
企
業
は
30
社
を
予
定
。

　
詳
細
は
工
業
課
ま
で
電
話

（
☎
21
│
１
３
５
４
）
を
。

　
ま
た
、
企
業
採
用
情
報
を

掲
載
す
る
企
業
就
職
ガ
イ
ド

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
す
る

に
あ
た
り
、
現
在
掲
載
希
望

事
業
所
を
募
集
中
。

《
地
域
企
業
就
職
ガ
イ
ダ
ン

ス
開
催
要
項
》

日
時
：
４
月
19
日
（
金
）
午

後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所
：
足
利
商
工
会
議
所
友

愛
会
館
（
通
３
丁
目
）

対
象
企
業
：
２
０
２
０
年
３

月
卒
業
の
大
学
・
短
大
・
専

門
学
校
生
等
の
採
用
予
定
企

業募
集
企
業
：
30
社

《
企
業
ブ
ー
ス
に
つ
い
て
》

テ
ー
ブ
ル
（
１
２
０
㎝
×
90

㎝
）
２
本
、
イ
ス
は
企
業
担

当
者
分

参
加
料
金
：

①
「
２
０
２
０
年
版
地
域
企

業
就
職
ガ
イ
ド
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
」
掲
載
事
業
所
：
無
料

②
足
利
地
区
雇
用
協
会
会
員

事
業
所
：
１
万
円
（
税
込
）

③
前
述
以
外
の
企
業
：
３
万

円
（
税
込
）

《
２
０
２
０
年
版
地
域
企
業

就
職
ガ
イ
ド
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
》

対
象
企
業
：
２
０
２
０
年
４

月
に
新
卒
者
採
用
計
画
の
あ

る
地
域
企
業

更
新
日
：
平
成
31
年
２
月
１

日
よ
り
更
新
中

掲
載
サ
イ
ズ
：
Ａ
４
（
Ｐ
Ｄ

Ｆ
）
１
ペ
ー
ジ

原
稿
内
容
：
企
業
紹
介
、
プ

ロ
フ
ィ
ー
ル
及
び
求
人
情
報

（
メ
ッ
セ
ー
ジ
・
企
業
概

要
・
待
遇
と
勤
務
条
件
・
募

集
内
容
・
担
当
者
連
絡
先
・

地
図
）

料
金
：
足
利
地
区
雇
用
協
会

会
員
：
１
万
円
（
税
込
）
、

そ
の
他
企
業
：
３
万
円
（
税

込
）
　
　
　
　
（
長
島
記
）

　
節
分
鎧
年
越
は
、
鎌
倉
中

期
、
源
姓
足
利
氏
４
代
目
の

泰
氏
公
が
、
一
族
の
結
束
を

誇
示
す
る
た
め
坂
東
武
者
５

０
０
騎
を
鑁
阿
寺
南
門
に
集

結
さ
せ
た
と
す
る
故
事
に
由

来
す
る
伝
統
行
事
で
、
戦
後

は
立
春
会
（
田
野
雅
己
会
長

／
当
所
常
議
員
）
が
継
承
し

続
け
て
お
り
、
今
年
が
大
正

４
年
か
ら
数
え
て
１
０
４
年

目
の
開
催
。
当
日
は
３
０
０

名
の
老
若
男
女
が
鎧
兜
に
身

を
固
め
、
織
姫
公
民
館
を
出

発
し
、
鑁
阿
寺
本
堂
で
追
儺

式
（
豆
ま
き
）
を
行
っ
た
。

　
ま
た
、
足
利
風
土
祭
は
飲

食
店
等
が
企
画
し
た
イ
ベ
ン

ト
を
足
利
産
の
食
材
を
使
っ

た
料
理
と
と
も
に
楽
し
ん
で

も
ら
う「
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
コ
ー
ス
」

（
15
店
）
や
、
画
廊
等
が
足

利
ゆ
か
り
の
作
家
作
品
を
展

示
す
る
「
Ａ
Ｒ
Ｔ
コ
ー
ス
」

（
８
店
）
で
構
成
。
飲
食
店

が
自
慢
の
料
理
と
飲
み
物
を

ほ
ろ
酔
い
セ
ッ
ト
（
１
千

円
）
と
し
て
提
供
す
る
「
足

利
ほ
ろ
酔
い
ウ
ォ
ー
ク
」

（
49
店
）
も
実
施
中
。

　
さ
ら
に
、
足
利
織
姫
神
社

階
段
や
史
跡
足
利
学
校
、
ほ

ろ
酔
い
ウ
ォ
ー
ク
参
加
店
の

店
頭
等
に
は
、
足
利
銘
仙
柄

の
行
燈
が
設
置
さ
れ
、
市
内

各
所
で
幻
想
的
な
雰
囲
気
を

演
出
し
て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
22
日
か
ら
24

日
に
は
「
あ
し
か
が
映
像
ま
つ

り
」
を
開
催
（
詳
細
は
８
頁

参
照
）。
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
シ

ネ
マ
等
を
会
場
に
、
足
利
ゆ

か
り
の
映
画
の
上
映
や
、
映

画
監
督
等
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

が
企
画
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
足
利
商
工
会
議
所

友
愛
会
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・

カ
ッ
サ
で
は
、
３
月
３
日
ま

で
堀
川
國
廣
と
國
廣
一
門
が

打
っ
た
刀
剣
11
振
り
等
を
展

示
す
る
「
堀
川
國
廣
と
そ

の
高
弟
」
（
入
場
無
料
）

を
開
催
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
（
前
原
記
）

主
な
記
事
か
ら

マ
ル
経
資
金
を
ご
利
用
下
さ
い
。（
年
利
1
・
11
％
で
２
０
０
０
万
円
ま
で
。無
担
保
・
無
保
証
人
） 

3

13水
3

9土

5

12日

2

28木

4

19金

　
足
利
冬
物
語
実
行
委
員
会（
早
川
慶
治
郎
委
員
長
／
当
所
会
頭
）主
催
の「
足
利
冬
物

語
」が
２
月
１
日
か
ら
の「
足
利
銘
仙
灯
り
」や「
足
利
ほ
ろ
酔
い
ウ
ォ
ー
ク
」で
ス
タ
ー
ト

を
切
っ
た
。３
日
に
は
伝
統
行
事「
節
分
鎧
年
越
」を
開
催
。食
と
文
化
の
融
合
イ
ベ
ン
ト

「
足
利
風
土
祭
」や
市
内
参
加
５３
店
の
店
主
が
プ
ロ
の
技
・コ
ツ
を
伝
授
す
る「
足
利
ま

ち
ゼ
ミ
」も
行
わ
れ
市
内
各
所
で
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
る
。

　
足
利
５
Ｓ
学
校
で
は
、商
売
を
始
め
て
ま
も
な
い
経
営
者
や
新
入
会
員
を
対
象

に
し
た
誰
で
も
で
き
る「
足
利
流
５
Ｓ
活
動
」を
事
例
を
交
え
て
わ
か
り
や
す
く
解

説
す
る
。ま
た
、セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
は
現
在
５
Ｓ
に
取
り
組
ん
で
い
る
小
規
模
事

業
所
を
見
学
す
る
。詳
細
は
６
頁
参
照
。

ま
で
市
内
各
所
で
賑
わ
い
創
出

冬
の
足
利
も
イ
ベ
ン
ト
目
白
押
し

参
加
企
業
募
集
中
！

地
域
企
業
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス市

内
３４
店
舗
で

「
あ
し
か
が
美
人
®
」を
活
用
し
た
メ
ニュ
ー
提
供

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
忘
れ
ず
に
！

確
定
申
告
相
談
受
付
中

商
売
を
始
め
て
間
も
な
い
経
営
者
必
見
！

５
Ｓ
導
入
セ
ミ
ナ
ー
と
見
学
会

あしかが

『美』食まつり

ゆうあい共済配当金決まる…………………2頁
応援します！ 新しいお店…………………4・5頁
足利商業連合会70周年記念式典特集……8頁

足利冬物語

▲

足
利
商
工
会
議
所
茶
の
湯
愛
好
会
月
釜
の
ご
案
内
＝
3
月
3
日（
日
） 
茶
の
湯
愛
好
会（
足
利
公
園
内
白
石
山
房
）で
開
催

鎧年越

風土祭

銘仙灯り

ほろ酔いウ
ォーク
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足
利
商
業
連
合
会
（
西
田

孝
志
会
長
／
当
所
議
員
）
の

創
立
70
周
年
記
念
式
典
が
来

賓
、
商
業
会
メ
ン
バ
ー
等
72

名
の
参
加
の
も
と
、
１
月
22

日
に
友
愛
会
館
で
盛
大
に
開

催
さ
れ
た
。

　
戦
後
間
も
な
い
昭
和
24
年

に
当
市
商
業
の
振
興
と
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
的
に

商
業
団
体
に
よ
り
設
立
さ
れ

た
同
連
合
会
は
、
常
に
消
費

者
の
立
場
を
意
識
し
た
事
業

を
展
開
し
、
地
域
商
業
界
発

展
の
推
進
役
を
担
っ
て
い

る
。
最
近
は
、
店
主
が
講
師

と
な
り
、
お
客
様
と
新
た
な

価
値
を
創
造
し
て
い
く
「
ま

ち
ゼ
ミ
」
の
開
講
や
市
内
中

心
商
店
街
を
回
遊
す
る
「
ま

ち
な
か
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
」
を
開

催
す
る
な
ど
新
た
な
商
業
活

性
化
へ
の
取
組
み
に
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
る
。

　
式
典
で
は
、
西
田
孝
志
会

長
が
「
商
業
の
振
興
と
よ
り

良
い
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
原

点
へ
立
ち
返
り
、
関
係
諸
団

体
と
連
携
協
力
し
、
変
化
に

対
応
し
な
が
ら
商
業
発
展
に

繋
げ
た
い
」
と
挨
拶
し
た

後
、
永
年
勤
続
役
員
・
代
議

員
の
表
彰
が
行
わ
れ
た
。

　
続
い
て
、
来
賓
を
代
表
し

て
和
泉
聡
市
長
、
加
藤

正
一
県
議
（
県
議
代

表
）、
渡
辺
悟
市
議
会
議

長
、
早
川
慶
治
郎
会
頭

が
祝
辞
を
述
べ
、
三
宅

節
顧
問
の
発
声
で
乾
杯

し
た
。

　
祝
宴
で
は
、
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
や
抽
選
会
も

行
わ
れ
、
和
や
か
な
雰

囲
気
の
な
か
出
井
賢
一

副
会
長
の
祝
締
め
と
、
長
谷

川
浩
一
副
会
長
の
言
葉
で
閉

会
し
た
。
　
　
（
須
藤
記
）

永
年
勤
続
役
員
・
代
議
員
表

彰
者
（
敬
称
略
）

〔
特
別
功
労
者
表
彰
〕

三
宅
節
（
足
利
商
業
連
合
会

顧
問
）

〔
勤
続
四
十
年
以
上
／
足
利

商
工
会
議
所
会
頭
感
謝
状
〕

江
田
實
（
助
戸
商
業
会
）、

篠
原
新
一（
助
戸
商
業
会
）、

柴
崎
洋
亮
（
通
二
丁
目
商
業

会
）

〔
三
十
五
年
以
上
〕

吉
田
正
宏
（
山
辺
銀
座
商
業

会
）、
近
藤
富
司
（
通
一
丁

目
商
業
会
）、飯
塚
貞
夫（
通

三
丁
目
商
店
街
振
興
組
合
）

〔
三
十
年
以
上
〕

泉
荘
一
郎
（
通
三
丁
目
商
店

街
振
興
組
合
）、
丹
澤
寛
之

（
ユ
ニ
ー
㈱
ア
ピ
タ
足
利

店
）

〔
二
十
五
年
以
上
〕

浜
田
陽
一
（
通
二
丁
目
商
業

会
）、
岩
下
忠
司
（
通
二
丁

目
商
業
会
）、
桜
井
淳
一

（
御
厨
商
業
会
）、
山
本
光

（
通
一
丁
目
商
業
会
）
、
高

橋
昭
一
（
助
戸
商
業
会
）

〔
二
十
年
以
上
〕

岩
脇
利
夫
（
通
四
丁
目
商
業

会
）、
石
川
福
次
郎
（
足
利

公
園
商
業
会
）

〔
十
五
年
以
上
〕

出
井
賢
一
（
通
三
丁
目
商
店

街
振
興
組
合
）、
小
泉
博

（
通
三
丁
目
商
店
街
振
興
組

合
）、
斎
藤
公
一
（
通
四
丁

目
商
業
会
）、
関
谷
俊
一

（
御
厨
商
業
会
）、
西
田
孝

志
（
通
一
丁
目
商
業
会
）、

小
泉
信
秀
（
通
四
丁
目
商
業

会
）

〔
十
年
以
上
〕

中
村
善
正
（
通
三
丁
目
商
店

街
振
興
組
合
）、
大
塚
長
人

（
通
三
丁
目
商
店
街
振
興
組

合
）、
塚
原
一
彦
（
山
辺
銀

座
商
業
会
）、
石
川
真
城

（
通
四
丁
目
商
業
会
）、
斎

藤
整
（
御
厨
商
業
会
）、
田

辺
進
（
足
利
公
園
商
業

会
）、
相
場
邦
男
（
通
三
丁

目
商
店
街
振
興
組
合
）、
鶴

貝
光
弘
（
足
利
公
園
商
業

会
）

　
足
利
冬
物
語
の
関
連
事
業

の
一
つ
、
刀
剣
展
「
堀
川
國

廣
と
そ
の
高
弟
」
の
一
般
公

開
が
、
友
愛
会
館
１
階

「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
カ
ッ
サ
」

で
３
月
３
日
ま
で
行
わ
れ
て

い
る
。

　
堀
川
國
廣
は
、
安
土
桃
山

時
代
に
足
利
市
を
は
じ
め
各

地
で
優
れ
た
刀
剣
を
生
み
出

し
た
優
れ
た
刀
工
で
、
今

回
、
国
重
要
美
術
品
の
「
日

州
住
信
濃
守
國
廣
作
（
布
袋

国
広
）」
を
は
じ
め
、
國
廣

と
そ
の
弟
子
た
ち
に
よ
る
刀

11
振
り
が
展
示
さ
れ
て
い

る
。

　
同
展
は
、
市
内
へ
の
誘
客

や
回
遊
を
促
進
し
、
街
の
に

ぎ
わ
い
創
出
と
商
業
の
活
性

化
を
目
的
に
、
足
利
市
や
商

工
会
議
所
、
商
業
連
合
会
な

ど
関
係
団
体
で
組
織
さ
れ
た

実
行
委
員
会
が
主
催
し
て
行

わ
れ
て
お
り
、
市
内
外
よ
り

大
勢
の
方
が
来
場
し
て
い

る
。
入
場
無
料
。

　
問
合
せ
は
、
市
役
所
商
工

振
興
課
（
☎
20
│
２
１
５

８
）。
　
　
　 

（
川
田
記
）

あいさつに立つ西田孝志会長（中央）と右から浜田陽一会長代理、
出井賢一副会長、長谷川浩之副会長、小林謙二副会長三宅節顧問（特別功労者表彰） 江田實氏（受賞者代表謝辞）

永
年
勤
続
役
員・代
議
員
30
名
を
表
彰

特
別
功
労
に
三
宅
節
顧
問

刀
剣
展「
堀
川
國
廣
と
そ
の
高
弟
」

好
評
開
催
中
！

ま
で

3

3日

■２月２２日（金）
　《前夜祭》　入場無料
　　○旧東映プラザ
　　　☆映画「今夜、ロマンス劇場で」上映　
　　　　上映：18：15～20：05
　　　　（当日午後5時より整理券配布）　定員：100名
■２月２３日（土）
　《あしかがゆかりのゲストトークショー＆名作・新作上映》
　　○ユナイテッド・シネマ アシコタウンあしかが　
　　　☆午前十時の映画祭
　　　　「ワンス・アポン・ア・タイム・イン・アメリカ」（ディレクターズ・カット）
　　　　（251min）上映＆襟川クロ氏トーク
　　　　・時　間：9：30開場／10：00～14：35 上映・トークショー
　　　　・入場料：一般1,100円　学生500円
　　　　・定　員：119名
　　　☆映画「体操しようよ」上映＆菊地健雄トーク
　　　　・時　間：15：15開場／15：30～17：20上映：トークショー
　　　　・入場料：一般1,200円（シニア60歳以上は1,000円） 中学生以下900円
　　　　・定　員：119名
　　　☆あしかがまちドラマ＆市民創出協働事業ワークショップ完成上映作品
　　　　・時　間：15：45開場／16：00上映＆舞台挨拶
　　　　・入　場：無料
　　　　・定　員：248名
■２月２４日（日）
　《“復活”東映プラザ思ひ出上映会》（不朽の名作３５ｍｍフィルム上映）
　　○旧東映プラザ
　　　☆「わんわん忠臣蔵」上映10:00
　　　☆「新幹線大爆破」上映12:15
　　　☆「銀河鉄道９９９」上映15:45
　　　　・入場料：各回500円 
　　　　・定　員：各回100名
　　○足利商工会議所　友愛ホール
　　　☆まちなかロケ地巡りレクチャー＆まちなかロケ作品展示
　　　　映像のまち推進課による「まちなかロケ」の撮影秘話やロケ地を紹介します。
　　　　１日限りの「まちなかロケ地作品展示」ブースも設けます。
　　　　・時　間：10:30～ 11:30～ 12:30～ 13:30～ 14:30～（各回20分）
　　　　・10：00～17：00展示ブースを見学できます
　　　　・まちなかシネマDAYSオリジナルロケ地マップ配布します！
　　　　・参加料：無料
　　　　・定　員：各回100名（先着）
　　★問合せ：足利市役所映像のまち推進課　☎0284－２０－２２６０

足利映像まつり　VOL.4
～まちなかシネマＤＡＹＳ～　２／２２（金）・２３（土）・２４（日）

※イラストはイメージです

（©2018映画「今夜、ロマンス劇場で」制作委員会）

商業振興と市民サービスの70年足利商業
連合会
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足
利
印
刷
㈱
（
森
田
公
博

代
表
取
締
役
）
が
太
田
情
報

商
科
専
門
学
校
（
田
鶴
大
輔

校
長
）
の
デ
ザ
イ
ン
学
科
の

学
生
と
連
携
し
、
足
利
市
と

太
田
市
の
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
（
Ａ
３
観
音
折
）
を
作
成

し
た
。
２
月
13
日
に
足
利
市

へ
５
０
０
０
部
寄
贈
し
、
和

泉
聡
市
長
か
ら
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
た
。
足
利
印
刷
㈱
が

市
に
印
刷
物
を
寄
贈
す
る
の

は
今
回
で
４
回
目
。

　
同
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
足

利
印
刷
㈱
が
企
画
提
案
し
た

も
の
に
、
学
生
た
ち
が
日
頃

の
学
習
の
成
果
を
活
か
し
デ

ザ
イ
ン
を
製
作
し
、
デ
ー
タ

入
稿
ま
で
の
作
業
を
行
っ
た
。

源
義
家
（
八
幡
太
郎
）
の
流

れ
を
組
み
、
源
義
国
の
二

男
・
義
康
は
足
利
市
で
足
利

氏
を
名
乗
り
、
義
国
の
長

男
・
義
重
は
太
田
市
で
新
田

氏
を
名
乗
っ
た
歴
史
背
景
を

取
り
入
れ
、
共
に
８
代
目
棟

梁
の
足
利
尊
氏
と
新
田
義
貞

が
お
国
自
慢
す
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
。

　
森
田
社
長
は
「
若
者
目
線

の
斬
新
な
内
容
に
な
っ
た
。

印
刷
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
も
の
づ

く
り
の
楽
し
さ
を
知
り
、
学

生
た
ち
も
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し

た
の
で
多
く
の
方
に
手
に

と
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と

語
っ
て
い
る
。

　
太
平
記
館
、
足
利
観
光
交

流
館
「
あ
し
・
ナ
ビ
」、
刀

剣
展
を
開
催
中
の
足
利
商
工

会
議
所
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
カ
ッ

サ
な
ど
で
配
布
予
定
。

　
　
　
　
　
　
（
戸
叶
記
）

　
昨
年
２
月
に
開
業
し
た
障

が
い
者
就
労
継
続
支
援
Ａ
型

事
業
所
「
㈱
エ
ル
シ
ー
ド
」

（
塚
越
正
英
代
表
）
は
、

様
々
な
軽
作
業
の
請
負
サ
ー

ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
。

　
従
事
す
る
ス
タ
ッ
フ
は
、

一
般
企
業
等
へ
の
就
労
は
難

し
い
が
、
雇
用
契
約
を
結
ん

で
継
続
的
に
就
労
で
き
る
65

歳
未
満
の
方
（
利
用
開
始
時

65
歳
未
満
の
方
）
で
、
子
供

服
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売

（
商
品
撮
影
、検
品
な
ど
）や
、

パ
ソ
コ
ン
で
の
入
力
作
業
、

組
立
・
箱
詰
め
等
の
軽
作
業
、

チ
ラ
シ
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
、
ウ

ナ
ギ
の
養
殖
、
ビ
ジ
ネ
ス
ホ

テ
ル
の
客
室
清
掃
、
ハ
ウ
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
様
々
な

作
業
に
対
応
。
最
近
好
評
な

の
が
障
子
な
ど
の
張
替
え
作

業
で
、
配
達
料
と
材
料
、
取

付
費
、
工
事
費
等
を
含
め

襖
・
障
子
・
網
戸
が
全
て
１

５
０
０
円
か
ら
（
い
ず
れ
も

税
抜
／
寸
法
は
全
て
９
０
０

㎜
×
１
８
０
０
㎜
）
と
手
頃

な
価
格
で
提
案
し
て
い
る
。

　
塚
越
社
長
は
、「
ス
タ
ッ

フ
一
同
、
地
域
の
皆
様
の
お

役
に
立
ち
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
気
軽
に
問
合

せ
下
さ
い
」と
話
し
て
い
る
。

　
受
付
時
間
は
、
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
30
分
。

土
・
日
曜
定
休
。（
本
島
記
）

　
足
利
デ
ザ
イ
ン
・
ビ
ュ
ー

テ
ィ
専
門
学
校
東
側
に
、

「
八
豊（
や
っ
ほ
ー
）商
店
」

（
高
橋
勇
代
表
）
が
昨
年
10

月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　
長
年
、
日
本
酒
を
広
め
る

活
動
を
し
て
き
た
高
橋
さ
ん

が
、
い
つ
か
は
多
く
の
方
々

に
お
酒
を
楽
し
み
な
が
ら
買

物
を
し
て
ほ
し
い
と
の
思
い

か
ら
、
オ
ー
プ
ン
に
至
っ
た

と
の
こ
と
。

　
全
国
22
の
蔵
元
か
ら
仕
入

れ
た
80
種
類
の
日
本
酒
、
フ

ラ
ン
ス
や
チ
リ
な
ど
各
国
の

16
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
か
ら
仕
入

れ
た
50
種
類
の
ワ
イ
ン
、
地

ビ
ー
ル
が
店
内
に
並
べ
ら
れ
、

こ
れ
ら
は
全
て
高
橋
さ
ん
が

厳
選
し
て
集
め
た
も
の
。
店

内
で
は
お
酒
の
試
飲
が
可
能

で
、
来
店
客
か
ら
好
評
ら
し

い
。
ま
た
、
有
機
栽
培
の
大

豆
を
使
っ
た
醤
油
、
納
豆
、

味
噌
、無
添
加
の
漬
物
と
い
っ

た
発
酵
食
品
や
無
添
加
調
味

料
、
フ
ル
ー
ツ
甘
酒
と
い
っ

た
食
品
も
販
売
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
商
品
は
素
材
そ
の

も
の
の
味
が
楽
し
め
身
体
に

優
し
い
の
が
特
長
と
の
こ
と
。

「
是
非
来
店
し
て
ご
自
身
が

納
得
の
い
く
商
品
を
選
ん
で

く
だ
さ
い
」
と
高
橋
さ
ん
。

　
今
後
は
、
田
中
町
で
地
域

密
着
型
マ
ル
シ
ェ
を
実
施
し

て
Ｐ
Ｒ
に
努
め
た
い
と
の
こ

と
。

　
営
業
時
間
は
、
午
前
11
時

か
ら
午
後
７
時
ま
で
。
火
曜

定
休
。
　
　
　
（
長
島
記
）

　
「
ガ
チ
ャ
マ
ン
ラ
ボ
㈱
」

（
高
橋
仁
里
社
長
）
で
は
、

日
本
政
策
金
融
公
庫
佐
野
支

店
か
ら
管
内
初
と
な
る
挑
戦

支
援
資
本
強
化
特
例
制
度

（
資
本
性
ロ
ー
ン
）の
融
資
実

行
を
受
け
た
。

　
同
社
は
「
銘
仙
」
製
造
を

複
雑
な
手
作
業
中
心
の
工
程

か
ら
機
械
化
し
、
生
地
幅
を

従
来
規
格
の
約
３
倍
に
し
た

生
地
を
開
発
。
創
意
工
夫
や

高
品
質
、
コ
ス
ト
削
減
を
実

現
し
、
海
外
販
路
の
拡
大
な

ど
の
事
業
計
画
が
評
価
さ
れ

た
も
の
。

　
同
融
資
制
度
は
、
創
業
や

新
事
業
展
開
、
海
外
展
開
、

事
業
再
生
等
に
取
り
組
む
事

業
者
の
財
務
体
質
強
化
を
図

る
た
め
に
資
金
を
供
給
す
る

融
資
制
度
。
金
融
検
査
上
は

自
己
資
本
と
み
な
せ
る
特
徴

が
あ
る
。
　
　
（
前
原
記
）

　
（
一
社
）
足
利
市
観
光
協

会
で
は
、
こ
の
ほ
ど
、
観
光

に
役
立
つ
情
報
が
掲
載
さ
れ

た
「
素
通
り
で
き
な
い
魅
力

発
見
！
あ
し
か
が
街
さ
ん
ぽ
」

（
Ａ
４
版
冊
子
16
ペ
ー
ジ
）

を
発
行
。
表
紙
な
ど
の
モ
デ

ル
に
足
利
ミ
ス
織
姫
の
小
野

里
理
奈
さ
ん
が
撮
影
協
力
し

た
。

　
同
冊
子
は
、
徒
歩
、
自
転

車
、
車
、
電
車
を
利
用
し
た

各
モ
デ
ル
コ
ー
ス
や
、
ご
利

益
巡
り
、
土
産
に
お
す
す
め

の
足
利
ブ
ラ
ン
ド
な
ど
を
紹

介
し
て
い
る
。
太
平
記
館
や

足
利
観
光
交
流
館
「
あ
し
・

ナ
ビ
」
な
ど
で
配
布
中
。

　
　
　
　
　
　
（
品
田
記
）

　
あ
し
か
が
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー

ク
で
は
、
２
月
６
日
に
貸
切

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
、点
灯
式
で
足
利

ミ
ス
織
姫
の
富
山
詠
美
さ
ん

が
司
会
進
行
役
を
務
め
た
。

　
同
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
読
売

旅
行
の
各
営
業
所
な
ど
が
企

画
募
集
し
た
約
１
０
０
０
名

が
参
加
。
点
灯
式
で
は
同
社

東
日
本
営
業
本
部
の
富
山
紀

和
本
部
長
や
池
澤
昭
副
市
長

が
歓
迎
の
挨
拶
を
し
た
あ

と
、
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
で
勝

ち
上
が
っ
た
３
名
と
と
も
に

点
灯
ス
イ
ッ
チ
を
押
下
す
る

と
、
会
場
は
大
き
な
歓
声
に

包
ま
れ
た
。
　
（
品
田
記
）

　
「
㈱
ト
チ
セ
ン
」（
秋
草

俊
二
代
表
取
締
役
／
当
所
常

議
員
）
が
、
中
小
企
業
等
経

営
強
化
法
に
基
づ
く
経
営
革

新
計
画
の
承
認
を
受
け
た
。

計
画
テ
ー
マ
は
、
独
自
の
新

染
色
方
式
に
よ
る
コ
ス
ト
削

減
に
伴
う
販
路
拡
大
。
長
年

培
っ
た
染
色
加
工
技
術
を

ベ
ー
ス
に
新
染
色
方
式
を
開

発
し
、
生
産
工
程
を
刷
新
す

る
こ
と
に
よ
り
大
幅
な
経
営

革
新
の
推
進
に
取
り
組
む
計

画
。

　
繊
維
会
社
と
し
て
大
正
２

年
に
創
業
、
昭
和
18
年
に
栃

木
県
内
の
繊
維
会
社
を
戦
時

統
合
令
に
よ
り
統
制
会
社
栃

木
整
染
有
限
会
社
、
24
年
に

栃
木
整
染
株
式
会
社
と
し
て

今
日
の
基
礎
を
築
い
た
同
社

は
、
繊
維
の
染
色
加
工
技
術

の
応
用
に
よ
り
、
38
年
に
ポ

リ
エ
ス
テ
ル
フ
ィ
ル
ム
の
染

色
加
工
技
術
を
確
立
し
た
日

本
唯
一
の
フ
ィ
ル
ム
染
色
メ
ー

カ
ー
。
水
媒
体
に
よ
る
染
色

加
工
技
術
に
よ
り
、
化
成
品

フ
ィ
ル
ム
の
染
色
を
主
体
と

し
て
ウ
ィ
ン
ド
フ
ィ
ル
ム
等

の
製
造
・
販
売
の
ほ
か
、
偏

光
板
に
必
要
な
Ｔ
Ａ
Ｃ
フ
ィ

ル
ム
の
鹸
化
処
理
を
行
っ
て

い
る
。

　
今
回
の
計
画
概
要
は
、フ
ィ

ル
ム
染
色
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活

か
し
、
業
界
初
と
な
る
新
染

色
方
式
の
技
術
確
立
と
生
産

工
程
の
革
新
を
図
る
こ
と
で
、

環
境
へ
の
配
慮
と
競
争
力
強

化
を
実
現
す
る
も
の
。
水
の

中
に
染
料
を
溶
解
さ
せ
、フ
ィ

ル
ム
を
浸
漬
し
て
内
部
へ
染

料
を
含
浸
さ
せ
る
現
在
の
染

色
方
式
か
ら
転
換
し
高
温
高

圧
染
色
の
技
術
を
確
立
す
る
。

こ
れ
に
よ
り
必
要
最
小
量
の

染
料
で
の
染
色
を
実
現
す
る

こ
と
で
コ
ス
ト
低
減
や
染
色

時
間
の
短
縮
、
更
な
る
品
質

向
上
に
繋
げ
て
い
く
計
画
で

あ
る
。
併
せ
て
、
新
染
色
方

式
の
染
色
機
も
導
入
す
る
こ

と
で
量
産
条
件
の
確
立
も
目

指
す
。

　
秋
草
社
長
は
、「
新
技
術

開
発
と
生
産
工
程
の
革
新
を

図
る
こ
と
で
、
環
境
へ
の
配

慮
や
競
争
力
強
化
に
繋
げ
て

い
き
た
い
」
と
意
欲
を
示
し

て
い
る
。
　
　
（
本
島
記
）

　
㈱
板
通
（
板
橋
信
行
社
長

／
当
所
常
議
員
）
が
運
営
す

る
「
れ
ん
が
Ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
ｙ
Ｇ

ａ
ｒ
ｄ
ｅ
ｎ
」
で
は
、
昨
年

８
月
に
酒
類
販
売
業
免
許
を

取
得
。
第
１
弾
と
し
て
「
純

み
つ
梅
酒
」
（
２
５
０
０

円
・
税
抜
）
と
「
純
み
つ
柚

子
酒
」（
２
５
０
０
円
・
税

抜
）を
新
発
売
し
た
。

　
「
純
み
つ
柚
子
酒
」
で
使

わ
れ
る
柚
子
は
高
知
県
浅
尾

産
で
６
０
０ｍ
以
上
の
高
地
・

急
斜
面
で
栽
培
さ
れ
た
無
農

薬
の
生
柚
子
。
飲
む
と
柚
子

の
皮
・
果
汁
・
果
肉
の
全
て

を
感
じ
、
突
き
抜
け
る
香
り

と
爽
快
感
が
味
わ
え
る
。

　
「
純
み
つ
梅
酒
」
は
和
歌

山
県
み
な
べ
町
産
の
南
高
梅
。

太
平
洋
の
潮
風
を
受
け
、
ミ

ネ
ラ
ル
が
豊
富
な
土
壌
で
自

然
栽
培
で
育
て
ら
れ
た
完
熟

梅
は
、
桃
の
よ
う
な
甘
い
香

り
が
漂
う
。
エ
キ
ス
に
香
り

と
旨
み
が
閉
じ
込
め
ら
れ
、

本
当
に
梅
な
の
か
疑
う
ほ
ど

の
黄
金
色
を
し
て
い
る
。
ク

エ
ン
酸
は
も
ち
ろ
ん
、
ミ
ネ

ラ
ル
（
鉄
・
亜
鉛
・
カ
ル
シ

ウ
ム
等
）
を
豊
富
に
含
み
、

疲
労
回
復
や
高
血
圧
予
防
な

ど
の
効
果
も
期
待
で
き
る
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ほ
か

店
頭
で
も
販
売
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
純
み
つ
梅
酒
は
数

に
限
り
が
あ
る
た
め
店
頭
販

売
の
み
。

　
な
お
、
２
月
13
日
か
ら
15

日
の
３
日
間
、
幕
張
メ
ッ
セ

で
開
催
さ
れ
た
日
本
最
大
級

の
食
の
総
合
展
示
会
「
外
食

Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
　
Ｔ
Ａ
Ｂ
Ｌ
Ｅ
」

に
出
展
し
お
披
露
目
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
戸
叶
記
）

　
足
利
商
工
会
議
所
で
は
、

２
月
12
日
に
「
地
域
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
委
員
会
」
（
早
川
慶

治
郎
委
員
長
／
当
所
会
頭
）

を
開
催
し
、
新
た
に
申
請
の

あ
っ
た
グ
ル
ー
プ
を
ま
ち
お

こ
し
探
偵
団
に
認
定
し
た
。

新
探
偵
団
は
「
万
葉
会
」

（
奈
良
孝
太
郎
代
表
／
割
烹

会
席
・
蝶
や
）
と
「
ま
ち
な

か
・
に
ぎ
わ
せ
隊
」
（
野
代

孝
子
代
表
）
、
「
足
利
の
歴

史
と
人
物
研
究
会
」
（
高
橋

勇
代
表
／
㈱
八
豊
）
の
３
グ

ル
ー
プ
。

　
「
万
葉
会
」
は
、
刀
剣
の

展
示
等
に
呼
応
し
て
、
加
盟

飲
食
店
等
が
限
定
メ
ニ
ュ
ー

や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
う

ほ
か
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の

開
催
、
会
員
制
交
流
サ
イ
ト

（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
を
活
用
し
た
観

光
情
報
等
の
発
信
な
ど
を
計

画
し
て
い
る
。
「
ま
ち
な

か
・
に
ぎ
わ
せ
隊
」
は
、
３

月
か
ら
毎
月
第
二
日
曜
日
に

鑁
阿
寺
の
野
外
ス
テ
ー
ジ
前

広
場
で
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

「
お
り
ひ
め
市
」
の
開
催
を

予
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

「
足
利
の
歴
史
と
人
物
研
究

会
」
は
、
郷
土
の
偉
人
な
ど

の
顕
彰
や
、
３
月
か
ら
毎
月

第
二
日
曜
日
に
田
中
町
自
治

会
館
で
「
田
中
町
マ
ル
シ
ェ
」

の
開
催
を
計
画
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
（
品
田
記
）

福
居
町
１
１
４
３

電
話
71
│
２
１
５
１

業
界
初
の
技
術
に
よ
り
経
営
革
新
を
推
進

№390040

㈱
ト
チ
セ
ン

旭

町

５

５

３

電
話
41
│
０
５
０
０

国
産
は
ち
み
つ
を
ベ
ー
ス
に
し
た

　
　柚
子
と
梅
の
リ
キ
ュ
ー
ル
新
発
売

№030015

れ
ん
が
Ｈｏｎｅｙ
Ｇａｒ
ｄｅｎ

福
居
町
２
８
２
│
１

電
話
71
│
２
１
８
８

産
学
連
携
で
観
光
パ
ン
フ
作
成

№010050

足
利
印
刷
㈱

山

川

町

30

│

２

電
話
64
│
７
６
７
６

日
本
公
庫
資
本
性
ロ
ー
ン
で
海
外
販
路
を
拡
大

№111102

ガ
チ
ャ
マ
ン
ラ
ボ
㈱

堀

込

町

１

２

８

三

幸

ビ

ル

１

Ｆ

電
話
70
│
３
３
３
３

障
子
や
ふ
す
ま
、網
戸
の
張
替
な
ど
も
ご
相
談
を

№070370

㈱
エ
ル
シ
ー
ド

田

中

町

９

１

５

│

１

サ

ン

ハ

ナ

ビ

ル

１

Ｆ

電
話
０
７
０
│
５
３
７
０
│
１
９
１
１

厳
選
さ
れ
た
お
酒
と
発
酵
食
品
を
販
売

№710621

八
豊
商
店

通 信

日 赤

友愛会館インフォメーション友愛会館インフォメーション友愛会館インフォメーション友愛会館インフォメーション友愛会館インフォメーション
◆大黒屋酒店　試飲即売会
　日　時：３月２日（土）～３日（日）
　　　　　午後１時～午後６時
　場　所：友愛会館１階「市民ギャラリー」
　問合せ：大黒屋酒店
　　　　　☎０２８４－２１－２７１４
　会　費：２，０００円

◆制服販売・お直し受付
　日　時：３月１２日（火）～１３日（水）
　　　　　午前１０時～午後６時
　場　所：友愛会館４階「４-１応接室」
　問合せ：㈲ササザワコーポレーション
　　　　　（学生服ゴリラ） 
　　　　　☎０２７６－３３－７７７５

「
万
葉
会
」、「
ま
ち
な
か・に
ぎ
わ
せ
隊
」、

「
足
利
の
歴
史
と
人
物
研
究
会
」を
探
偵
団
に
認
定

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
イ
メ
ー
ジ
モ
デ
ル
に

足
利
ミ
ス
織
姫
の
小
野
里
理
奈
さ
ん
が
協
力

あ
し
か
が
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
貸
切
イ
ベ
ン
ト
で

足
利
ミ
ス
織
姫
の
富
山
詠
美
さ
ん
が
司
会

万葉会
奈良孝太郎代表

まちなか・にぎわせ隊
野代孝子代表

足利印刷㈱の森田公博社長と
和泉市長と太田情報商科専門
学校の学生ら

　足利商工会議所繊維部会(田邊雅敏部会長／
当所常議員)では、部会員の資質向上と親睦を図
ろうと視察研修会を開催する。
　視察先は日本有数のシルク産地、山形県鶴岡
市の鶴岡シルク㈱が取り組む「ｋｉｂｉｓｏプロジェク
ト」や日本遺産の「松ケ岡開墾場」、寒河江市の紡
績ニットメーカー、佐藤繊維㈱の最先端セレクト
ショップ「ＧＥＡ」などを視察する。

◎開 催 日：３月１３日（水）～１４日（木）１泊２日
◎交通機関：中型バス
◎定　　員：２５名
◎参 加 費：１５，０００円（交通費・宿泊費等含む）
◎問 合 せ：観光課（☎２１－１３５４）

足利の歴史と人物研究会
高橋勇代表

経営革新

計画承認！

あ
そ
う

鶴岡シルクプロジェクトや
最先端のセレクトショップを視察

繊維部会

や
っ
ほ
ー
し
ょ
う
て
ん

https://renga-honeygarden.com

秋草俊二社長

中国デザイナーと
高橋仁里社長（左）

従来の３倍巾の糸

3
13水

3
14木～

足利ブランド 　足利商工会議所では関係機関との連携のもとに「足
利ブランド創出協議会」を設置して、歴史と伝統、豊か
な自然と人々の高い技術力によって生み出された商品
製品や、足利らしさが感じられる飲食店のメニューを
「足利ブランド」として全国に発信すべく事業を展開し
ています。

　足利うまいもの会は、足利市の食文化の向上や
市内外から訪れるお客様へのおもてなしの心を
伝えることを目的に昭和５３年に設立、今年４０周
年を迎えた。飲食店21店、銘菓・土産品店等７店
が加盟している。当加盟店紹介では足利商工会議
所会員事業所を掲載。

営 休

TEL

三田鶏園

コクがあるのに生臭くない！おいしくて
栄養満点の卵「パワードエッグ　力丸
くん」を生産・販売。毎日の食卓に、贈
り物にも。

田中町32-11　　　　70-5655
　11：00～15：00　17：00～22：00
　水曜
営

休

TEL
鼓々里

ジャンルにこだわらない本格的な中華
料理を、落ち着いた雰囲気で素敵な
ひとときをお楽しみいただけます。ま
た、ご希望によりバイキング、和食など
のメニューも取り揃えておりますので、
中小宴会、法事などにもご利用くだ
さい。

贅沢に栃木和牛を使い直火で焼き
上げ、低温でじっくり加熱しました。
素材の良さを十二分にお楽しみくだ
さい。

栃木和牛の
ローストビーフ丼
1,296円（税込）

蝶や
営

TEL
FAX

休

コンセプトは【からだをなかからきれ
いに】！東北のりんごとシチリアの
はちみつ、足利産調味料でおつく
りします。

どらいかれえ
900円（税込）

レストランぴっころ洋食屋

URL
E-mail

営

TEL FAX
休

●
八豊商店

足利市駅
ニューミヤコH

渡良瀬川

38号

東武伊勢崎線

足利デザイン
ビューティー
専門学校

中橋

●
カインズ

ヨークベニマル

●
●

●

●

エルシード

しまむら
足利丸足
地方卸売
市場

293号

50号

●

昭
和
通
り

鑁阿寺

足利
学校

67号

れんが
ハニーガーデン

　足利赤十字病院は、11月26日、27日の２日間にかけてＪＭＩＰ
（外国人患者受入れ医療機関認証制度　Japan Medical Service 
Accreditation for International Patients）の訪問調査を受審し、
１月25日付で認証を取得した。
　ＪＭＩＰとは多言語による診療案内や、異文化・宗教に配慮した
対応など、医療機関の外国人患者の受入れに資する体制を第三者的
に評価する制度であり、全ての外国人が日本の医療サービスを安心・
安全に享受できる体制の構築を目的として創設された。
　同院は、今回の受診を通じて外国人患者も安心して受診できるよ
う以下の内容を改善。
・外国語版ホームページの開設（英語、中国語）
・院内の患者向け案内表示の多言語化（英語、中国語）
・申込書、問診票、同意書、入院診療計画書、入院案内、フロアマッ

プ等、患者が使用する書類の多言語化
・院内通訳者の配置（英語、中国語、韓国語）
・電話通訳サービスの導入（ポルトガル語、タガログ語を含む１５

言語に２４時間３６５日対応）
・職員と患者のやりとりを行うコミュニケーションツールの整備
・宗教などにより制限される医療行為や、食事への対応
　同院はＪＭＩＰの受審を機に外国人患者の受入れ体制を強化し、
日本人・外国人を問わず全ての患者へ安全で良質な国際基準の医療
を提供できる病院創りに努めていく。

【外国人患者でも一目で分かる院内の案内表示】

【海外からの見学も積極的に受け入れている】

【通訳対応を行う職員】

【多言語化された書類関係】

ＪＭＩＰ（Japan Medical Service 
Accreditation for International 
Patients）の認証を取得


